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１. 基本構想 
 

（１）背景と目的         

計画地である北町公園が位置する久世地区は、市役所が立地する行政の中心地であり、勝山区、落
合地区、湯原地区とともに「都市の中核」を形成しています。 
“まちなか”に整備されたこの公園は、往年の旧専売公社（現日本たばこ産業）跡地を活用した歴史
を有し、「久世体育館」、武道場である「典武館」のほか広場や児童福祉施設である「くせ活き生き
サロン」などの併設もあり、子どもから大人まで多くの市民に日常的に利用されてきました。 
しかしながら昭和 49 年に建設された体育館等は老朽化が進み、避難所として必要な耐震性も確保
出来ていない状況です。また昨今の近隣公園には、スポーツや地域活動の拠点のみならず、防災機
能をはじめ多角的な機能が望まれています。 
そこで今後の公園のあり方について、学識者を含めた「北町公園のあり方検討委員会」により整備
理念等の検討を行い、さらに利用主体である住民の意向をアンケート調査やワークショップを開催
し、これら多くの意見を踏まえて基本構想を策定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）上位・関連計画の位置づけ   

総合計画をはじめとした上位・関連計画について、本計画に関わる内容や項目を整理し、下図に示 
します。 

※上位計画・関連計画は参考資料（１）を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

【コンセプト策定の流れ】 

【上位・関連計画の位置付け】 
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２. 計画条件の整理 
 

（１）計画地の位置・概要      

久世駅の北側に広がる住宅地の中央に位置し、市役所をはじめスポーツに利用できる宮芝公園、
やまびこ公園、部活動や地域に開放する体育館がある小中学校等が近く、多様なスポーツの場と
して補完する関係が成り立っており、また行事の催し等で臨時駐車場を確保するなど、相互に連
携させる利用も期待できる立地にあります。また体育館は避難所に指定されて、地域の防災拠点
の役割を担う公園です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
  

 所在地 真庭市久世 266番地 2 
 都市計画区

域他 
都市計画区域（市街化区域） 

 防火地域 法 22条区域 
 地域地区 第 1種住居地域 
 都市施設 都市計画公園（近隣公園） 
 敷地面積 2.4ha 
 容積率/建

蔽率 
200/60 

 その他 付近都市計画道路あり 
【計画地の概要】 
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（２）周辺インフラ・交通アクセス         

① 周辺インフラ・交通アクセスの状況 

北町公園は市役所から徒歩 14 分、JR久世駅から徒歩 7 分の位置にあります。他の公共交通手
段として市内にはコミュニティバスが運行していますが、最寄りの停留所は「久世駅前」です。
北町公園へは車でのアクセスが多いにも関わらず、公園周囲の道路幅員が狭いことが課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 計画地周辺の小学校の通学ルートと自動車の主要な通行ルート 

公園の北側と南側に接する道路はどちらも小学生の通学路ですが、幅員が狭く自動車の往来も多 
いため安全性に課題があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【周辺インフラ・交通アクセス】 

【小学校の主な通学路と自動車の主要な通行ルート】 
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（３）北町公園近隣の公園・スポーツ施設の規模と利用状況 

  新設する久世体育館と市内に既存する公園及びスポーツ施設との間で、役割と機能をどう分担する
かを検討します。市内のスポーツ施設の概要や利用者数を整理し下図に示します。白梅総合体育館
が利用者数･稼働率が最も多く、全市域を対象とする大きな大会やイベントが開催されており、体
育館における基幹施設に位置づけられます。一方で地区に密着した利用に供する体育館として久世
体育館をはじめ勝山スポーツセンターや落合体育館が役割を担っています。 

 
※R2年度と R3年度は緊急事態宣言等により利用者･稼働率の変動が大きかったため、Ｒ1年度の
状況を記載 

  ※稼働率=稼働日数／条例による利用基準日数 
  ※当日の短時間利用、複数回利用、複数団体利用等も 1日にカウントしている 
  

  

【北町公園近隣の公園・スポーツ施設の規模と利用状況】 
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（４）計画地内の状況 

・計画地内には久世体育館やテニスコートなどの施設に加えて、旧専売公社建物を活用したくせ活
き生きサロン、典武館の建屋が存在し、周囲の大樹とともに歴史を語っています。 

・計画地内の南側から北側に上る勾配がついており、地盤高さは久世体育館の北側が南側より
2.5m 高くなっています。計画地と周囲と接する道路との高低差は、南側で 0.5m、北側で 1m
あり、北側の各入口にスロープが設けられています。 

・樹齢の高い樹木は主に楠、イチョウ、桜、カシの木などで、例えば“どんぐりひろい”のような保
育園の屋外活動スペースにも利用されています。 

・くせ活き生きサロン前に設置されている遊具は親子で楽しめる遊び場として機能しており、建物
周辺の空地は、放課後小学生が集まる場所となっています。 

・屋外トイレは機能していますが、衛生面の課題があります。（参考資料（２）問 11参照） 
・北町公園の西側には久世保育園と北町住宅(市営住宅)があり、将来的にこれらの敷地も含めて、
公園との一体活用を検討します。 

  

【計画地内の段差・擁壁】 
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・計画地周辺のインフラ整備状況は、下図の通りです。 
・計画地内施設の汚水排水は単独浄化槽によって処理され敷地西側の側溝へ放流されています。 
・雑排水についても計画地西側の側溝へ放流されています。 
・雨水については周囲の側溝に排水されたのち、南側水路に合流します。 
・ガス設備はプロパンガスを使用しています。 

 

  

【敷地周辺のインフラ状況】 
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（５）北町公園内施設の利用状況と現状 

① 北町公園内施設の状況 

・計画地内の各既存施設は、いずれも地域住民から永く親しまれてきた一方で老朽化が進み、特に
久世体育館においては、耐震診断により現在要求される基準を満たしていないことが確認された
ほか、雨漏りや段差のあるアクセス、更衣室が狭いなど、多くの課題を抱えています。 

・3面のテニスコートのうち、典武館寄りの 1面は現在、多目的利用されており「きたまちマルシ
ェ」「動物のしつけ教室」「ニュースポーツ(グランドゴルフ･モルック)」「引馬体験」「炊き出し」
等のイベントで活用されています。 

・典武館は「柔道」「空手」「剣道」の３団体が利用し、各団体により管理されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【北町公園内施設の概要】 
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・施設ごとの利用率をみると久世体育館は、特に高い使用率を示しています。 
・テニスコートは、2019年(R１)に再整備されたため利用団体数・年間使用率ともに増加傾向
にあります。 

 

  

【北町公園内施設の R1～R3 年度の利用状況】 
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・体育館は団体による定期的な利用が行われています。アリーナではコートを「半面」に分けた
利用により、空きが生じた際には団体利用に加えて「個人利用」や「当日予約利用」に供され
ています。 

  

【北町公園内施設の R1～R3 定期利用状況】 
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② くせ活き生きサロンの利用状況 

くせ活き生きサロンは、乳幼児の託児利用者のみでなく、放課後の学童利用者も多く、日常的に
子どもたちが集まる場となっています。閉館日(日・月曜)には、真庭スポーツ振興財団が高齢者
向けの事業（毎回 20 人程度の参加者があり）を催しており、多世代が利用する場となっていま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【くせ活き生きサロンの R1～R3 年度の利用状況】 
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③ 久世体育館の利用状況 

・体育館予約が集中する時間帯は 「20 ︓ 00 ～20 ︓ 30 」、年間平均利用率は 83.30％となっ
ています。 

・午前中には「卓球」利用が多く、夕方は中学校の「部活動」、夜間は「ソフトバレー」による利
用が多い傾向にあります。 

・団体予約は 79％、個人予約は 21％となっています。 
・令和 3 年度における最大同時利用人数は 300 名であり、アリーナ全面を使用するイベント
（100名 以上参加）が、年間に 8回開催されています。 

 
 

 
 
  

【令和３年度真庭市_久世体育館利用状況調査結果】 
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（６）計画地内駐車場の状況 

・計画地内で通常利用される「固定駐車場」（下図表記Ⓐ、Ⓑ、Ⓒが該当）は 63 台であり、イベ
ント時には芝生エリア（表記Ⓓ）が「臨時駐車場」（ 約 60 台程度）となります。 

・「固定駐車場」には、施設管理関係者用（必要台数 12～15 台）が含まれます。 
・保育園関係者等が一時利用する駐車場として、表記Ⓐとⓐの両エリアが利用されています。 
・上記のほかに公園利用者以外の駐車もあり、「固定駐車場」における実質的な駐車台数は概ね 

35 台程度と想定されます。 
・駐輪場（下図表記①、②、③が該当）は 65 台程度確保されています。利用状況は、多い場合
でも約 40 台程度(表記①と③)であり、表記②の駐輪場はほぼ使われていない状況です。 

・園児を送迎する保護者の車両が利用できる車寄せスペースがなく、計画地内の幅員が狭い道路
(赤点線表記)では、特に朝の通園時に混雑しています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【計画地内駐車場、駐輪場、保育園利用時の自動車動線の状況】 
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３. 市民の意向 
 

（１）北町公園のあり方検討委員会 

①設置の目的 
学識経験者をはじめ、関係団体と利用団体の関係者及び地域住民の方々に、北町公園の立地特

性を踏まえて公園に求められる機能の維持向上に加えて、公園に隣接し立地している久世保育

園と市営住宅及び現在は離れた立地ながら老朽化の進む久世公民館等の再整備も視野に入れる

など、将来を見据えて幅広い視点から検討を行い、今後の公園のあり方について意見を募るこ

とを目指して検討委員会を設置しました。 

②構成員 

委 員：委員長以下 15名 学識経験者、関係団体及び利用団体の関係者、地域住民 

事務局：市職員 5名  

関係課：スポーツ・文化振興課、危機管理課、生涯学習課、子育て支援課、総合政策課、交流 

定住推進課、建設課、建築営繕課、環境課 

遷喬小学校：教師及び５年生（第３回委員会） 

③実施内容 

・第 1回委員会：令和４年 ５月１３日（金） 14:00～16:00 於) 市役所本庁舎会議室 

・第２回委員会：令和４年 ８月 ５日（金）   〃           〃 

・第３回委員会：令和４年１０月 28 日（金）   〃           〃 

・第４回委員会：令和５年 ５月 15 日（月）   〃           〃 

④主な検討内容 

 主な検討内容 

第 1回委員会 ・公園と周辺施設を含めたエリアが、地域にと

ってどうあるべきかを示す理念･理想を整理

したいとする委員長の呼びかけに各委員から

活発な意見がありました。 

・市街地に立地する特徴から「近隣利用」、「複合

的機能」、「多様性と個性」等を備える公園のイメージが語られ、理念に盛り込む

キーワードとしてスポーティー･自然･防災･共生･SDGs等を確認しました。 

第２回委員会 ・冒頭に事務局から「認定こども園設置･運営事業者」が決定し公園北側広場に

認定こども園を設置する要望を事業者が示した旨の報告をしました。各委員

から提出された意見書「〇〇ができる北町公園」を紹介しました。 

・前回まとめた理念を実現する公園機能を具体的にイメージするため、委員長

から、まず利用者の姿を語り合う提案がありました。 

・園児や小･中学生をはじめ多世代が日常的に利用する公園のイメージと既存の

スポーツ活動や避難を受け入れる機能に加えて芝生広場のような「自由に使

える空間」の必要性、また住民が公園の整備と管理に参画する整備手法のあり

方等の意見がありました。 

 主な検討内容 
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第３回委員会 ① 事務局から公園整備に関連する内容として、新設する認定こども園、既存の久世

保育園と市営住宅、久世公民館について、市の方針･考え方を説明しました。 

・新設こども園は北町公園北側ゾーンに設置する想定をしていること。 

・既存保育園と市営住宅は現在の状態による利用継続は想定していないこと。 

・久世公民館施設は、公園整備と分けて検討すること。 

 

② 遷喬小学校 5年生の発表―「北町公園未来予想図」 

・5 年生が総合的な学習の時間にまちづく

りの観点から、北町公園の再整備につい

てみんなで考えた内容を3班のグループ

が代表して発表しました。 

・「みんなの公園」、「にこにこ公園化計画」、

「ふれあい公園」を各々、発表タイトル

に掲げて、4つの主な機能：グリーン(自

然)、共生、防災、カーボンニュートラル

を視点とする提案内容でした。 

 

③ 委員によるワークショップー「わたした

ちの北町公園を描いてみよう」 

・模造紙上に公園を表した地図と体育館等

の施設を同じ縮尺により実物大から縮

小された紙片を使って、園内の土地利用

や施設等の配置のあり方を2班に分かれ

て模擬的に計画しました。 

・提案された配置計画案では、体育館を公

園の中央部に配置する提案が両班に共通した一方で、新設認定こども園の配置

は北側と南側に分かれました。 

・後者を選択した理由は、認定こども園には父兄の送迎車両が通行する車路や駐

車場が必要となることから、これらが体育館に隣接して配置される広場スペー

スの安全性を脅かし、広場スペースを分断することへの危惧でありました。 
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第４回委員会 ・本基本構想・基本計画を担当した設計事務所から「真庭市北町公園基本構想・

計画」と題し、提案が発表されました。 

・基本コンセプトを「寄りたくなる・集いたくなる・誰かに会える・誰も取り残

さない公園」とし、これまでの検討委員会や市民参加のワークショップで提案

された意見、アンケートの結果などが反映されました。 

・計画案では現在敷地に分散している久世体育館やくせ活き生きサロン、典武館

の各機能を新体育館として集約し、利便性の向上や外部空間の有効活用を図る

こと、既存樹木の最大限存置させること、防災公園として機能させるためにア

クセス道路の拡幅や備蓄庫の設置、災害時のライフラインの確保を行うことな

どが提案されました。 

・設計事務所からの発表を受け、各委員から質疑や資料の改善点、活発的な意見

などがありました。 

【第一回あり方検討委員会まとめ】 

【北町公園の理念と機能】 
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（２）アンケート調査 

①調査の目的 

北町公園は昭和５０年に供用が開始され、園内には久世体育館などの体育施設だけでなく、くせ
活き生きサロンなどの児童福祉施設も設置され、長年にわたって地域住民の方々をはじめ、多く
の市民の皆様に幅広く利用されています。 
しかしながら近年、老朽化が進み、また避難所として防災機能をはじめとする多角的な機能や役
割も求められています。 
こうした状況の下、北町公園施設のリニューアルを検討するに際し、近隣住民の方々に公園及び
体育館についてご意見を募るためのアンケート調査を実施しました。 

 
②実施内容 

・調査対象：久世地区に住む約 3,000人にアンケート調査票を配布 
 
・調査方法：郵送による調査票送付。回答は記述式及びデジタル式回答による 
 
・調査期間：2022年 12月中旬～2023年 1月 10日 

 
③回収結果：有効回答数 850票 
 
④結果の総括 

（ア）回答者の属性 

・高齢者世帯が約 7割、子育て世代が約 3割程度を占めている。回答者は男性が多いが、 
女性も４割程度を占め、ほぼ均衡している。 

（イ）スポーツをする習慣と内容 

・スポーツを習慣にする回答者の割合が約 5 割弱を占める一方で、「ほとんどしない」が約
5割強を占め、二極化している。取り組んでいるスポーツの内容は、個人でも親しめるウ
ォーキングや体操が圧倒的に上位を占める。 

（ウ）久世体育館と北町公園の利用状況と利用目的 

・体育館を習慣的に利用する回答者が約 1割、同じく公園の利用者は 2割程度である。公園
の利用目的は、「散歩/ウォーキング」との回答が最も多く、また「くせ活き生きサロン」
の利用と併せて「子どもを遊ばせる」などの利用も多い。 

（エ）久世体育館と北町公園に係る現状の評価 

・利便性が高く通過交通のない安全な立地と静かで自然豊かな環境に対して評価が高い一方
で、施設の老朽化と陳腐化を不満とする声が多い。 

（オ）リニューアルに向けて要望の高い機能と設備 

・体育館にはアリーナだけでなく、「ジム/トレーニング室」や「フィットネススタジオ・ダ
ンスルーム」の新たな設置と「ラウンジ又は休憩コーナー」、「自販機コーナー」などの利
便施設を望む声が多い。 

・公園には屋外利用が可能なトイレの設置に加えて、「芝生広場」と「屋根付き屋外スペース」
の整備を求める要望が多い。 

・整備コンセプトとしては、「災害に強い避難所」が最も多く、次いで高齢者をはじめ幼い子
どもを抱える子育て世代や身体の不自由な人など、全ての人が快適に利用できるような配
慮を望む声が多い。 

・再整備に向けて体育館は競技志向に応えるだけでなく、日常的な健康づくりのために身体
を動かす契機や動機を提供できる機能の充実も必要である。 

・公園には、現状において日常的な利用にある「散歩/ウォーキング」をより快適、便利にす
る配慮と共に子どもを遊ばせる場として魅力を向上させる工夫をするなど、双方の施設間
で相乗効果により利用頻度を高める施設整備が重要である。 
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（３）市民ワークショップ      

①開催の目的 
久世地域一般世帯を対象とするアンケート調査に加えて、自治会、利用者スポーツ団体、子育
て世帯からなる参加者が直接、公園再整備のあり方や利用の要望などを意見交換できる場を設
けるためワークショップを開催しました。 

②実施内容 

・参加者：自治会、利用者スポーツ団体、幼稚園、小中学校保護者等の各関係者約 40名 

・実施日：2023年 1月 23日及び 1月 31日 19:00~21:00 

ただし 2日間は異なる参加者により同一プログラムを実施 

③プログラム 

・19:00 はじめに･概要説明 

・19:10 進行役等紹介･ワークショップの説明 

・19:30 テーマ①「新しい北町公園でしたいことを話し合おう」 

・20:25 グループ別発表･共有 

・20:40 テーマ②「わたしの活動宣言」 

・20:55 まとめ･おわりに 

 

 

  

【ワークショップの様子】 
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【ワークショップ報告ニュースレター】 
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【ワークショップまとめイラスト】 
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④意見のまとめ 
 当日のワークショップで設定された「テーマ① 新しい北町公園でしたいことを話し合おう」に
おいて、「新しい公園でしたいこと」と「気になること」のふたつのお題に対する、参加者から述
べられた主な意見を下表に示します。 

  

【ワークショップ参加者の意見まとめ】 
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４. 公園整備におけるコンセプト及び整備方針 
 

（１）コンセプト・整備方針策定から公園開園までの流れ    

「検討委員会」では特に近隣公園として、広域ではなく、地域のためにある公園とする必要性
が上げられました。さらに防災面の充実や、様々な使い方が出来て安全な芝生広場を設けるこ
と、周辺の宮芝公園などとの関係性も踏まえながら久世ならではの公園としていくことなどが
重要であるとされました。また市民参画の重要性についても議論がなされました。 
「遷喬小学校 5年生の発表」では高齢者の方や外国籍の方、障がい者の方のほか、植物や生き
物に対しての配慮が特徴的で、今ある木を大事にすることや、将来の環境や防災に対する配慮
を平時から準備することの重要性が上げられました。 
「アンケート調査」や「市民ワークショップ」では新しい施設は過大なものとせず、地域にふ
さわしい施設とすること、スポーツだけではなく様々な活動に使える多様な場をつくることが
重要だと意見がありました。また子育て支援の充実のほか、子どもが勉強や遊びにも使えるこ
と、気軽に訪れて気ままに過ごせることなど、日常の一部となることが望まれています。 
 
本章では「検討委員会」や市民からの意見を反映し、整備方針とコンセプトを策定します。 
基本構想・基本計画で定めたコンセプト等は今後公園開園までの計画･検討に引き継ぎ、市民
意見が十分に反映され、多世代が訪れにぎわう公園を実現します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【公園開園までの流れ】 

※１ 本事業は都市公園法に基づく近隣公園として、 

都市計画変更決定を受ける予定です。 

21



 
 

（２）コンセプト・整備方針の策定   

「検討委員会」や「市民ワークショップ」等で得られた意見や提案を集約し、相互に共通する
意見や考え方をまとめることで、土台となる「インクルーシブ＝共生」の理念及び「スポーテ
ィ/アクティビティ」「防災/安心」「自然/環境」の３つのキーワードを抽出しました。 
 
 
 
  

  

【集まった意見等のグルーピング】 

※ひとつのイベント内で意見の多かったものを太字、その中でも他のイベントで出た意見と共通するものを大きな文字としています。 
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インクルーシブ＝共生の理念を土台とする３つのキーワード「インクルーシブ/スポーティ」
「防災/安心」「自然/環境」と、北町公園の立地や特性を踏まえ、新しい北町公園づくりのコン
セプトと整備方針を次の通り定めます。 
【基本コンセプト】 

「寄りたくなる・集いたくなる・誰かに会える・誰も取り残さない公園」 

様々な運動や多彩な活動、豊かな自然に触れられ、誰一人取り残さず、自分の居場所を見つ 
けられる、地域生活に根付いたインクルーシブで交流の生まれる公園を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備方針 
 

 
・誰もが気軽に使うことができ、現在の北町公園で出来るスポーツのほか、様々な運動や 
活動でにぎわうスポーティな公園 

・子どものための空間が充実しており、子育て世代が親子で楽しめるほか、地域で子ども 
を守り育てることのできる公園 

・屋根付き広場や芝生広場、遊具のある広場など、多様な場所で一人ひとりがアクティブ 
 に活動でき、自由に使える公園 
・地域住民が整備プロセスに関わり、愛着をもってつくる、みんなでつくり管理する公園 
 

 

・明るく安全で日常から一人ひとりが安心して利用でき、「もしも」のときに集まれる公園 
・幅広いアクセス道路や駐車場･駐輪場の十分な確保、徹底した歩車分離など、使いやすく 
、安全な公園 

・防火水槽や備蓄倉庫など、防災時に利用できる設備が整備された公園 
・Wi-fiや防災ベンチ、防災遊具など日常利用しているものが災害時にも利用できる公園 
・多様な人々に配慮があり、災害時に誰も取り残さず、一人ひとりが守られる防災時の活 
 用が出来る公園 
・「もしも」に備え、普段から防災時の活用方法を学べるイベントなどの運用がある公園 
 

 

・今ある樹木や生き物を残し、たくさんの樹種や花で溢れ、静かで四季を感じられる多様 
な動植物がいる豊かな公園 

・木育など、一人ひとりが自然環境を考えられ、体験学習などにも使える、自然の学びの 
 あり、感情が豊かになる公園 
・再生可能エネルギーや自然採光、自然通風を活用した環境に配慮した優しい公園 
・真庭産材のベンチや内装材、リサイクル材などを活用した地域の特徴を感じられる公園。 
 

防災 /安心

スポーティ /アクティビティ

自然 /環境

23



５. 施設整備計画 
 

（１）土地の利用方針 

① 新しい北町公園への導入機能 

・整備方針を踏まえ、園内に導入する機能は以下を想定します。 
ア） 体育館機能 
イ） 武道館機能 
ウ） 子育て支援機能 
エ） 遊具機能 
オ） 屋根付き広場機能 
カ） 公園機能（広場など） 
キ） 防災機能 
ク） 駐車･駐輪機能 
ケ） 自然を感じられる場所、機能 
コ） コミュニティ機能 
サ） 自然環境を生かした設備、機能 
シ） その他                 

※ライン部分は新体育館として一体整備を想定しています。 
 
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【整備方針と導入機能の関係】 
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② 計画可能な施設規模 

・都市公園法により、2.４haの北町公園に計画可能な施設規模は以下の通りです。 
※その他法令等については参考資料（３）を参照 

 
 
 
 

 
 

 
③ 配置計画の検討方針 

・現在敷地に分散している久世体育館やくせ活き生きサロン、典武館の各施設は「体育館機能」 
「武道館機能」「子育て支援機能」「防災機能」「コミュニティ機能」をもつ新体育館として集約 
し、利便性の向上や外部空間の有効活用を図ります。 

・公園内の認定こども園は北東部分に敷地を確保するものとします。 
・車両は市道「鍋屋・野白線」にて西側からのアクセスを基本とし、敷地南西側及び認定こども 
園の付近への駐車場配置を基本とします。 

・周辺住宅への日影を配慮した配置とします。 
・新体育館配置の案により、必要に応じて工事中に代替施設の活用を検討します。 
・既存の樹木は最大限存置させる計画とします。 
・既存保育園の敷地、市営北町住宅の敷地の一部は将来公園との一体活用を検討します。 
・久世地域の年間降水量の多さに配慮し、アンケート調査やワークショップなどで要望の多い 
屋根付き広場等の施設配置を検討します。 

・その他、市民要望の多い水場や遊具の設置を検討します。 
・施工ヤードの確保のため、駐車場や広場、テニスコートを適宜活用し、周辺道路へ影響を与え 
ない計画とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【配置計画の与条件】 

【建設可能な施設規模】 

2%

+10%

※仮設公園施設の特例 建ぺい率 +2% 建ぺい率   最大 22%

+10% 2,400㎡

480㎡

2,400㎡

5,280㎡

原則

施設毎
の特例
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④ 配置比較検討 

前章までの整備方針、配置検討方針に従い、特に周辺環境への影響が大きい新体育館の配置につい 
て比較検討を行います。駐車場の必要台数や配置は、本章３節も踏まえ、引き続き検討します。 
A案 南側配置 
 
 
 

継 続 利 用 ○ 建設工事中、久世体育館の利用可能 
施 工 ヤ ー ド ○ 南東側でまとまったヤードの確保が可能 
日 影 ○ 周辺住宅やこども園への影に配慮しやすい 
動 線 ○ 市街地、駅や小学校からアクセスしやすい 
周 辺 環 境 △ 南東側住宅地への壁面の圧迫感が懸念される 

総合評価 ○ 日影の影響が少なく、動線計画に優れる 

 
B案 西側配置（既存と同じ配置） 
 
 
 

継 続 利 用 △ 解体工事、建設工事の為、久世体育館の利用不可 
施 工 ヤ ー ド ○ 南西側でまとまったヤードの確保が可能 
日 影 ○ 周辺住宅やこども園への影に配慮しやすい 
動 線 ○ 公園の中心に位置する 
周 辺 環 境 ○ 周辺環境への影響が少ない 

総 合 評 価 ○ 施工中の体育館が利用できないが、周辺住宅や既存樹木、こども園に対する配慮が可能 
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C案 北側配置 
 
 
 
 
 

継 続 利 用 ○ 建設工事中、久世体育館の利用可能 
施 工 ヤ ー ド △ ヤードの確保や工事車両の整理が困難 
日 影 △ 北側住宅地に対する日影が懸念される 
動 線 △ 市街地、駅や小学校からのアクセスから最も遠い側への配置 
周 辺 環 境 △ こども園に近く壁面の圧迫感が懸念される 

総 合 評 価 △ 周辺住宅地やこども園に近接し、人･車両とも動線計画が困難である 

 
D案 東側配置 
 

継 続 利 用 ○ 建設工事中、久世体育館の利用可能 
施 工 ヤ ー ド ○ 南東側でまとまったヤードの確保が可能 
日 影 △ こども園に対する日影が懸念される 
動 線 △ 小学校からのメイン動線の正面を防ぐ配置 
周 辺 環 境 △ こども園に近く壁面の圧迫感が懸念される 

総 合 評 価 △ 周辺住宅地やこども園に近接し、近隣小学校から公園へのメイン動線を塞ぐ 

A案の南側配置、B案の西側配置の場合は新しい認定こども園や周辺住宅、また既存の樹木など環
境への影響が少なく優れているといえますが、B案の既存体育館と同じ位置への配置となる場合
は、体育館の利用できない工事期間中の利用への対応が必要となります。 

27



⑤ 北町公園のエリア 

①②③④を踏まえ、新しい北町公園のエリアを次のように想定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【スポーティエリア】 
・アリーナは公園の中心に配置し、多目的な活 
用を想定します。 

・屋根付き広場を雨天時でも利用出来る広場とし
て計画します。イベント時や災害時の利用に配
慮し、新体育館のアリーナや「うんどうひろば」
に隣接した配置を検討します。 

 
【多目的活用エリア】 
・丘状の広場など、多様な子どもの遊び場として 
の環境づくりを検討します。 

・イベントやオープンテラスなど、多目的に活用 
出来る場を検討します。 

 
【子育て・まなびエリア】 
・子どもや親子の支援･交流スペースとして、認
定こども園など北町公園内の施設や場所と連携
し、一体的に活用出来る配置とします。 

・既存樹木を極力存置し、木育など環境へのまな
びがあるエリアとして整備します。修景や使い
勝手、季節感、安全性にも配慮し、バランスよ
い配置、樹木の選定を行います。  

【エリアイメージ】 

【スポーティエリアイメージ】 

【多目的活用エリアイメージ】 

【子育て・まなびエリアイメージ】 
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（２）新体育館の機能と想定規模 

①実施種目 

現在実施されている競技種目のほか、各種ニュースポーツやレクリエーションスポーツ、イベ
ントにも対応できる規模を検討します。 
 
②施設の機能と想定規模 

市内の既存体育館施設との役割分担を踏まえ、市民の日常的なスポーツ活動や健康づくりの拠点
とするとともに、地域の大会やイベントが開催できるような施設とします。また市民のスポーツ
活動拠点としての整備を基本としながら、災害時の避難所として活用するため、空調設備の設置
や空調効率を考慮した適切な気積の確保を検討します。 
 
【競技部門・観覧部門】 

ア）アリーナ 

・部活動やサークル活動のほか、学校行事や地域イベント、健康活動などの一般利用にも 
提供することを想定 

・平面規模は公式規格のバスケットコート２面のレイアウトを基本し、災害時の指定避難所
として支障のない大きさを確保 

・スポーツ以外の利用や避難所としての機能を考慮し、空調設備の付帯を検討 
・天井高は、部活等の利用に配慮するほか、空調効率の最大化を図り、周辺への圧迫感考慮
し検討 

・観客席は 2階部分に固定席で設置し、長辺に各 1列の 150席程度を確保することを検討 
・ウォーミングアップや健康･体力づくり、雨天時や冬季にも活用できるランニングコースの 
併設を検討 

・ステージは多目的な活用を想定し、仮設による設置を検討 
・災害時には避難所となることを踏まえ、物資搬出入のアクセス経路、出入口を確保 
・放送室はアリーナに隣接するほか、救護室の併用など多目的活用を検討 

イ）サブアリーナ（武道場） 

・柔道場、剣道場として 2面、空手場として３面を設置出来る広さを想定 
・柔道場の畳は 1面分を固定とし、その他は可動式としてフレキシブルな利用に対応 
・多目的利用を想定し、分割･統合の可能な空間として計画 
・フィットネスやダンスなど、多様な健康増進プログラムへの対応も想定し、防音仕様･ 
音響設備を検討 

・災害時の避難スペースとしての活用を想定 
ウ）器具庫 

・アリーナ面積の 15％程度を目安として確保 
エ）更衣室･シャワー室 

・男女別に整備し、車いす利用や親子利用にも配慮した誰もが利用しやすい更衣室を整備 
・多目的更衣室の整備を検討 

 

【管理部門】 

ア）事務所 

・受付スペース、応接スペースを確保 
・利用者、管理者双方に使いやすい配置 
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イ）給湯室 

・競技部門や子育て部門など、複数部門の共用での使用を想定し、独立した室として整備 
ウ）救護室 

・会議室や放送室など、他室との併用についても検討 
エ）機械室･設備室 

・必要最小限の設備とし、メンテナンス性やランニングコストにも配慮 
オ）倉庫･防災倉庫 

・新体育館はくせ活き生きサロンや典武館が統合されるが、必要最小限の倉庫となるよう 
計画し、コスト縮減に努める 

・避難所として、災害発生時の応急･復旧に必要な備品･資機材を保管する防災倉庫を計画 
・防災倉庫は外部に搬出入トラックが横付けできるような配置 
 

【子育て支援部門】 

ア）幼児室･授乳室･親子室 

・くせ活き生きサロンの利用実態を鑑み、親子の支援･交流スペースを十分に確保 
・安全性に配慮した屋内遊具など、親子が交流しながら楽しく運動できる設備･器具を検討 
・幼児室に隣接した授乳室の設置 
・託児スペースとしての利用も想定 
・こども園などとの連携にも配慮したゾーニング計画 
・こども用トイレや親子トイレの設置を検討 
・災害時には妊婦や幼児を抱える親など、要配慮者が避難できるスペースとして想定 
・競技部門等から独立し、単独利用が出来るよう外から出入り出来る配置計画 

イ）調理室 

・調理室をこども連れ以外の利用でも可能な配置とし、多様な市民活動に対応 
 

【共用部門】 

ア）エントランスホール･ロビー･ラウンジ 

・様々な目的で集まる利用者の談話･交流･飲食可能な休憩スペースとして利用できるゆとり
のあるスペースを確保 

・スポーツ情報、展示なども含めた情報発信･市民活動スペースを適宜設置 
・木育や環境学習に供するスペースの確保を検討 
・バリアフリーに配慮し、エレベーターの設置を検討 

イ）会議室 

・アリーナの控室としても活用するほか、市民活動スペースとしての利用など、幅広い 
用途で利用できる会議室を整備 

・災害時には感染者隔離スペースや関係期間運営スペースなどとして活用 
・可動間仕切りにより多様な使い方ができる計画 
・鏡の設置などによりフィットネスやダンスなど、健康増進プログラムへの対応も想定 

ウ）トイレ 

・外部から利用出来るトイレの設置も検討し、体育館閉館時や災害時の利用にも配慮 
・車いす使用者に配慮した多目的トイレ設置のほか、性的マイノリティの方への対応も検討 
 

【その他】 

ア）トレーニング室 

・市民の健康･体力の保持増進を目的とし、各種トレーニングマシンのほか、ストレッチなど 
が可能なスペースを検討  
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③コートレイアウト 

新体育館のメインアリーナ、サブアリーナでは下図を想定しています。 
 
ア）アリーナ 
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イ）サブアリーナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）競技に必要な天井高さ 

久世体育館で利用される競技に対応できる天井高さの確保を検討します。 
公式大会ではなく部活や社会人サークルなどでの利用に配慮した、適切な天井高さを確保 
します。 
 
 

  

【各競技の大会・規定等で必要な天井高さ】 
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（３）駐車場の考え方          

①駐車場の整備方針 

・現況調査（2-(5)-③久世体育館の利用状況）より、大会やイベント等の特に利用者数が増加する 
日を除くと、夜間の利用者がもっとも多くなっています。 

・体育館に必要な想定台数を踏まえ、適正な公園利用車駐車場の整備を検討します。 
・送迎に十分な車寄せを確保します。 
・現況の駐車場は保育園の送迎にも利用されていることから、新しい認定こども園についても送迎 
に配慮した駐車スペースの確保と動線計画を検討します。 
 
 

②必要駐車台数の算定 

【必要駐車台数の算定方法】 
以下の方法により算出します。 
 
必要駐車台数 = 最大利用人数（Ua）× 自動車分担率（Rc）/ 平均乗車人数（Pa） 

  
ア）最大利用人数（Ua） 

・体育館の利用データにより体育館の同時利用の最大人数は 100人程度です。 
※年間最大利用人数は大会やイベント時に 100人以上となるが、利用日数が限られてい
るため、変数としては不適とし、広場臨時駐車場の活用を検討する。 
 

イ）自動車分担率（Rc） 
・本業務において実施するアンケート調査〈問 10〉主な交通手段の回答に基づいて
「車」の割合(61.5％)を活用します。 

 
ウ）平均乗車人員（Pa） 

・「全国道路・街路交通情勢調査（平成 27年度）」による自家用車の平均乗車人数 
(1.31人/台)を用い分析を行います。 

 
【算定結果】 

必要駐車台数 = 100 人（Ua）× 61.5 ％（Rc）/ 1.31（Pa）＝ 46.9台 
施設管理関係者駐車台数＝ 12～15台 
合計台数≒ 59～62台程度 → 62台程度 
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③駐車場の配置方針 

・駐車台数の算定結果をもとに、新しい北町公園の日常利用における必要駐車台数は 62台と想定 
します。 

・新しい北町公園に設置する駐車場は、宮芝公園等周辺施設の駐車場と一体利用することを前提に
検討し、最小限の台数とすることで公園面積を最大限に確保します。 

・認定こども園への送迎や車両の寄り付きは、公園内の安全性に配慮した計画とします。 
・新しい北町公園では、駐車場のほか車寄せやロータリーなどを十分確保し、コミュニティバスの 
運用にも配慮した計画とします。 

・認定こども園の関係者等が利用する駐車台数は調整、検討します。 
・適切な駐輪場の整備や歩車分離を行い、徒歩や自転車で安心安全に訪れることの出来る計画とし 
ます。 

・大会やイベント時における駐車場の確保やマイクロバス等の大型車両利用への対応は、宮芝公園 
など周辺施設の駐車場と一体的な利用や臨時駐車場を確保するなど運用上の工夫を検討します。 

  

【北町公園周辺の駐車場エリアの状況】 
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（４）防災機能の検討    

①地域の安心・安全を守る防災公園 
久世体育館は指定緊急避難場所、指定避難所であることから、新しい北町公園及び新体育館におい
ても引き続き災害時の対応が求められます。 
備蓄倉庫など中長期避難所としての活用方針を検討するほか、高齢者や障がい者、またペット連れ
など、特別な配慮が必要となる方々にとっても良好な避難環境を提供できる、「災害に強く、市民が
安心して利用できる施設」を整備します。 
防災拠点施設としての活用を想定し、発生初期の生命維持や生活に必要な食料、飲料水のほか、避
難所運営に必要な資機材を備蓄するとともに、非常用電源設備、非常用給水設備の整備等によるラ
イフラインの確保などの機能充実を図ります。 
 
 

諸室・場所 
想定利用方法 

平常時 災害時 
広場 市民スポーツなどの利用 

ウォーキング、ランニング等 
一時避難受入スペース 
災害対応作業スペース 

屋根付き広場 市民スポーツなどの利用 
イベント利用、交流スペース 

テント避難スペース 
炊き出し等支援スペース 

駐車場 駐車スペース 避難者・関係機関駐車スペース 
緊急車両受入スペース 

アリーナ 市民スポーツなどの利用 
屋内ランニング等 

避難者収容スペース（一般） 
食料等支援物資集積スペース 

サブアリーナ 
（武道場） 

日常のスポーツなどの利用 避難者収容スペース（高齢者等） 

観覧席 
 

大会・イベントの観覧 
選手の待機や休憩 

避難者収容スペース 
食料等支援物資集積スペース 

会議室 会議、研修 
市民活動スポーツ 

避難所運営スタッフスペース 
ボランティアスタッフスペース 
関係機関運営スペース 
（消防・警察など） 
感染者等隔離スペース 

更衣室・シャワー
室 

利用者の更衣、シャワー利用 
 

避難者生活支援スペース 

トイレ バリアフリー対応トイレ 
屋外からの利用 

避難者生活支援スペース 

事務室 施設全体の管理・運営 避難所の管理運営スペース 
エントランス・ 
ロビー・ラウンジ 

交流・休憩スペース 
展示スペース 

避難者受入対応スペース 
情報掲示・発信スペース 

幼児室･授乳室･ 
親子室・調理室 

子育て支援、交流スペース 
多目的活用スペース 

避難者収容スペース（乳幼児世帯）
炊き出しスペース 

備蓄倉庫 資機材の格納 資機材の備蓄スペース 
 

  

【災害時の施設利用計画（案）】 
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②防災機能を発揮するための機能維持計画 

防災公園の機能、設備として、下記項目の設置を検討します。 
ア）災害時に電力や給排水の確保ができるよう計画します。 

イ）電力は非常用自家発電機を設置し、最低 3 日間（72時間）程度の機能維持を計画します。 

ウ）給水は４日以上の断水も想定し、受水槽設置などの給水対策を検討します。 

エ）下水道の破断も想定し、防災トイレの設置や非常用排水槽の設置を検討します。 

オ）非常用コンセントのほか、防災パーゴラやかまどベンチなど、防災設備設置を検討します。 

カ）消防水利に配慮し、防火水槽の設置を検討します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
また防災公園としての機能を十分に発揮するために、インフラ計画のほか、平時から定期的な防
災イベントの開催や運用により、市民団体の形成や防災意識の向上を図り、市民の理解を深めま
す。 
 
③浸水対策 
局所的な集中豪雨や旭川の最大規模の氾濫などがあった場合においても、避難所としての機能
を維持するため、適切な浸水への対策を検討します。 

  

【防災設備の例】 

防火水槽 防災パーゴラ 防災トイレ 
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④地震対策 
新体育館は大地震後も構造体の大きな補修をすることなく避難所として使用することを目標と
し、耐震安全性の分類をⅡ類相当･重要度係数 1.25として、避難所にふさわしい構造形式を検
討します。 
また天井材など非構造部材の耐震安全性の分類を A類、建築設備を乙類として、避難所として
の十分な機能確保や二次災害の防止を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 

  

【耐震安全性の目標】 
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（５）外構計画    

①植栽計画 
・既存の樹木を最大限存置するほか、街路樹などをバランスよく配置し、周辺住宅への視線、 
騒音、景観に配慮します。 

・存置する樹木は暗がりや見通しの悪さを改善できるよう選定し、適切な木陰をつくります。 
・植栽は地域、季節に配慮し、訪れるたびに楽しさや賑わいが感じられる計画とします。 
・駐車場や新体育館に面して樹木を設える際は、アクセスや使い勝手に配慮した計画とします。 
・駐車場の床仕様等にもみどりの配置を検討し、公園との一体的な設えの空間とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

②外構計画 
・ランニング、ウォーキングコースは駐車場の配置や車の通行に配慮した安全で快適な計画と 
します。 

・照明設備は適切な配置とし、夜間の公園の安全性に配慮しながら、周辺住宅の居住性にも配 
慮した照度計画とします。 

・太陽光発電の可能な照明ポールなどの設置を検討し、防災性に配慮します。 
・十分な広場空間を確保しながらベンチを分散して適切に配置し、憩いの空間をつくります。 
・子どもが安全に利用できる遊具のほか、大人も使える健康遊具などの設置を検討します。 
・現北町公園に配置されていた噴水に代わる水場の設置を検討し、夏場でも快適に過ごせる 
公園とします。 

  

【既存樹木を生かした空間のイメージ】 
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（６）環境計画    

①木育をはじめとした環境を学べる場所づくり 
・北町公園の豊かな環境を生かした場所を形成するほか、真庭産材などの豊富な資源を有効に活 
用し、大人からこどもまで、訪れる人にとって、木育をはじめとした環境への学びがある公園 
を目指します。 

・樹木や製材など、様々なかたちの木に触れ、楽しみ、知って、次世代に伝えられるように施設 
計画や場所づくり、イベントを検討し、北町公園ならではの木育を目指します。 

・新体育館や屋根付き広場といった施設では、架構などへの真庭産材の活用を検討します。 
・公園内の高木は極力保存、維持管理を行うほか、伐採が望ましい場合はベンチなどへの活用を 
検討します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【木育による多世代交流・生涯学習の例】 
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②省エネルギーの配慮 

・真庭バイオマス産業杜市として、灯油などの化石燃料は使わない、「木質バイオマス」によ 
る熱源システムの採用を検討します。 

・新体育館施設においては各機能の使い勝手にも配慮しながら積極的に自然光や自然通風の 
取り入れを検討し、照明負荷、空調負荷の軽減を図ります。 

・電力負荷の低減及び平準化に配慮し、可能な限り省エネルギー設備の導入を検討します。 
・ＬＥＤ照明などの高効率照明器具、設置個所に応じた点灯 
方式の検討や回路分けにより、照明エネルギーの最適化を 
図ります。 

・高効率熱源機器の採用による省エネルギー化を図ります。 
・エネルギー消費の見える化などにより消費エネルギーの最 
小化を検討します。 

 
③ZEBの検討 
・省エネのほか、太陽光発電など創エネ技術の採用による ZEBの導入について検討します。  

【木質バイオマス熱源の例】 

40



 

（７）イメージパース 

・新しい北町公園のイメージパースを示します。 
※イメージは今後基本設計、実施設計の中で変更される可能性があります。 

  

【公園全体のイメージパース】 
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（８）周辺アクセス道路の整備         

・2 章 2 節「周辺インフラ･交通アクセス」の②計画地周辺の小学校の通学ルートと自動車の主要
な通行ルートにて示した状況を踏まえて、北町公園の周囲については拡幅整備が必要であると考
えています。 

・河元三坂線から北町公園の南西入り口に至る黒尾上ヶ市線と鍋屋･野白線の一部の拡幅について
は水路の暗渠化等による整備を予定しています。 

・北町公園の周辺道路においては、公園側への拡幅などによる整備を行うものとし、その取扱いや
都市計画範囲の変更については引き続き検討します。 

・その他整備については、注意喚起の表示や路面標示など安全面に配慮した整備を検討します。 
・河元三坂線から北町公園までのアクセス道路を拡幅することで、消防車や救急車等の緊急車両の
計画地への乗入れが容易となり、円滑な消火活動等に寄与します。 

 
 
 

 

  

【道路拡張整備が必要な箇所】 
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参考資料 
 

（１）上位計画・関連計画リスト  

 

計画名 本事業と関連する内容 

第２次真庭市総合計
画「ひと」「まち」
「市役所」～「里山
資本主義」 
真庭の挑戦～(ダイ
ジェスト版) 
 
[H27年.3月策定 
R2年.12月改訂] 

<「真庭市ライフスタイル」とは>（ダイジェスト版より引用） 

・すべての「ひと」が、安心して安全に暮らせる「まち」で、自分や家族、そして
地域を大切に思い、時代や環境に合わせて、地域資源の中から真庭市で生きる価
値を見つけること。自分の手でつくりあげていく「生き方」、誇りを持って生き
ていく「考え方」、互いを尊重した「暮らし方」の提案。 

<施策推進の「6つ」の柱>（ダイジェスト版より引用） 

１ 地域の活動と市民活動の連携による参画と協働を進める。 
２ 教育・子育て環境を充実させる。 
３ 市民の知恵や経験、能力、個性を生かす。 
４ 「つながり」により持続可能性を向上させる。 
５ 持続可能な地域の発展に向けた「SDGs」を促進する。 
６ すべての市民が相互に尊重し、共に生きる地域を実現に向けて推進する。 
<多彩性と循環性のあるまち>（ダイジェスト版より引用）   

〇一人ひとりの可能性を広げる（子育て・教育） 
・子どもを地域ぐるみで見守り、育むための支援体制。 
・認定こども園の充実を図り、就学前教育の環境づくり。 
〇生活の中で文化を楽しむ（文化・芸術・スポーツ） 
・障がいの有無に関わらず、誰もが気軽にスポーツに関わり楽しむことができる環
境づくり。 

・市民の手によるスポーツ文化施設経営を推進。 
〇安全な生活を地域で支え合う 
・社会参加を生きがいづくり･健康づくりにつなげ、健康寿命を延ばす。 
〇多彩な地域の個性を育てる 
・地域の強みや誇りを真庭市の魅力として発信。 
・地域資源を生かした魅力的なライフスタイルの提案。 
〇地域資源を生かした「回る経済」を確立する 
・再生可能エネルギーを活用した産業づくり。 
〇生活の安全安心を高める 
・自主防災組織支援や避難経路の確保、緊急避難場所の環境整備推進。 
・消防団などの地域防災力･危機管理体制を充実強化。 
〇人が暮らす風景と快適な住環境をつくる 
・災害に強く、安心安全なまちづくり。 
・ユニバーサルデザインを取り入れたまちづくり。 
 

真庭市まちづくり計
画（都市計画マスタ
ープラン） 
 
[R3年.3月策定] 

<まちづくりの基本理念>（全体構想-2章） 

・多彩で循環のある地域の集合体としてのまちづくり 
・誰一人取り残さない持続可能な共生のまちづくり 
・「『まち』の活力やにぎわい」を高めるまちづくり 
<まちづくりの部門別方針>（全体構想-5章） 

〇道路の基本方針（5-2(2)） 
・長期未着手の都市計画道路等を中心に網再編･見直します。 
〇公園・緑地の基本方針（5-3） 
・都市公園の維持と緑の連携により生活の潤いとふれあいの場の創出を図ります。 
・水辺の景観軸と緑のネットワークの充実を図ります。 
・協働による潤いのある地域づくりを推進。 
〇都市防災の基本方針（5-6） 
・災害に強い強靱な都市基盤整備を進めます。 
・市街地内の安全性の確保に努めます。 
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〇まちづくりに関する包括的基本方針（5-7） 
・全ての人が安全安心･快適に暮らせるユニバーサルデザインによる都市基盤の充
実を図ります。 

・多様な交付金制度の活用などによる計画的な基盤の充実を図ります。 
・公共施設等の適正化を図ります。 
 

真庭市過疎地域持続
的発展市町村計画 
（R3年度∼R7年度） 
 
[R3年.3月策定] 

<真庭市のまちづくりの基本理念と将来像>（1章 4節(1)） 

・地域の現状と問題点を踏まえ、豊かな自然環境、木質バイオマス等の再生可能エ
ネルギーの活用、CLT 等地域資源を生かした産業及び雇用の創出に取り組むと
ともに、市民が誇りと愛情を持ち、活力に溢れた地域社会の実現を目指します。 

・人口減少に柔軟に対応するとともに、多自然・低密度・分散居住といった特性を
生かし、安全安心で豊かな生活、SDGsの達成に向けた持続可能な社会の実現を
目指します。 

・教育と文化の力、コミュニティと市民の力を大切にしながら、多様性を相互に尊
重し、互いに応援しあう共生社会を構築していきます。 

<高齢者の保健及び福祉>（7章 2節） 

・高齢者が生きがいを持って社会参加できる環境を整えるため、スポーツ・レクリ
エーション、趣味･文化活動等を通じた交流を促進します。 

 
真庭市景観計画  
 
[R1年.12月策定] 

<景観要素別の特性と課題整理>（2-1(1)①・(3)②） 

・計画地は「生活的景観要素、都市景観、住宅地景観」と「その他、公共施設景観、
公共施設景観」の 2種に分類されています。 

<景観要素ごとの主な課題のまとめ>（2-1(4)） 

〇住宅地景観 
・突出した高さや色彩の建築物など周辺の住宅地景観と調和しない要因への対応。 
・周辺の自然環境などと調和する落ち着きのある住環境づくり。 
〇公共施設景観 
・自然にふれあえる施設としての活用･充実。 
<真庭市の景観づくりに向けたキーワード>（2-2） 

〇生活環境内における景観資源との『調和』 
〇自然環境内における景観資源の 『保全』 
〇本市の成り立ちを今に伝える大切な景観資源の『継承』 
 

第２次真庭市環境
基本計画 
（2018～2030） 
 
[R1年.12月策定] 

<環境政策推進を推進するための 6つの施策>（第 3部） 

〇生活環境の確保：騒音･振動･光害･不法投棄などの公害対策 /  
環境衛生施設の適切な管理運営 

〇循環型社会の形成：ごみの発生･排出抑制 / 廃棄物の資源化 /  
新たな資源の地域内活用の検討 

〇生物多様性の保全：生物多様性への理解 / 生態系を活用した防災減災対策の検討 
〇再生可能エネルギーの推進：エネルギー自給の検討 / 地球温暖化防止 /  

市民との共同事業の検討 
〇環境教育の推進：情報提供による関心の喚起 / 行動改革と活動参加 /  

人材の育成 
〇関係人口の増加：自然資源の再発見･再認識 / 市外の方との関与機会の増加 / 
         環境団体･環境人材の育成 
 

真庭市 SDGs未来
都市計画 
(2021∼2023) 
 
[R3年.3月策定] 

<2030年のあるべき姿>（1章(2)） 

〇中山間地域の価値を生かすまち 
〇誰もが安全安心に暮らせる共生社会 
〇循環性･持続性のある経済の構築 
〇環境保全･資源循環型社会（エコタウン真庭）の実現 
〇経済･社会･環境の三側面をつなぐ SDGs ポイントの普及 
〇真庭ライフスタイルを全世界に発信 
<自治体 SDGsの推進に資する取組>（2章(1)⑥） 

〇社会参加や活動の場の推進 
・住民主体で体操や交流に取り組む日常的な「集いの場」を市内に広げ、健康寿
命の延伸と心通う支え合いの地域づくりを推進します。 
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第三次真庭市地球 
温暖化対策実行計画
（区域施策編） 
 
[R5年.3月策定] 

<脱炭素の取り組みの 5本の柱>（0章） 

①地域活性化の推進と地域課題の解決 
②大規模災害時にも安心してエネルギーを活用できる体制の整備 
③環境にやさしいライフスタイル･経営の実践 
④再エネと地域の共生 
⑤情報発信によるシビックプライドの醸成と地域価値の向上 
<気候変動への適応>（4章） 

〇行政の取り組み 
・水資源確保、水の再利用 
・治水設備整備 
・下水施設の補強、雨水貯留施設設置 
 

真庭市地域防災計画 
 
[R4年.6月策定] 

<地域防災活動施設整備計画及び推進・対策>（2章 1節 6項 3） 

・地域の広場、公園等については、応急活動や避難生活に必要となる資機材、水
道、照明、トイレ等防災面に配慮した施設を整備します。 

<指定緊急避難場所の指定>（2章 2節 4項第 1(1)） 

・公園等のオープンスペースについては、必要に応じ、大規模な火事の輻射熱に
対して安全な空間であることに留意します。 

<指定避難場所の指定>（2章 2節 5項第 2 2） 

・ハザードマップや広報紙等により住民に指定避難所の周知を図り、平常時には
施設設備の整備状況や生活物資等の在庫状況を把握し、必要な対策を講じます。 

 
真庭市共生社会 
推進基本方針 
 
[R3年.4月策定] 

<共生の理念>（1章 2節） 

①誰一人取り残さない。 
②お互いを認め合う。 
③地域社会の中ではだれもが役割がある。 
<共生の理念を実現させるための体制の整備>（1章 2節） 

①真庭市の全ての政策は、共生の理念を追求。 
②全ての人々が共生社会の考えを認識し互いを認め合い協働できる土台づくり。 
③包括的な支援体制･重層的なセーフティネットを構築し、「支える人」「支えら
れる人」が固定されない、だれもが参加の場や活躍の場がある社会を創造。 

 

第二次真庭市地域
福祉計画 
 
[H30年.3月策定] 

<基本目標>（3章 2節） 

・誰もが地域を担う主役となる「人」づくり 
・支え合いとつながりのある「地域」づくり 
・地域の多彩な暮らしを支える「基盤」づくり 
<生きがいの場・居場所づくり>（4章基本目標 2(3)） 

〇活動・交流の場の提供 
・文化センターや公民館等の活動･交流の場の提供、ふれあい･いきいきサロンや子
育てに関するサロン等の活動を支援し、交流の促進を図ります。 

〇スポーツ活動の充実 
・健康の維持･増進を図りつつ、地域福祉を広め交流できる場づくり、身近な場所
で運動出来る環境づくり、健康づくりや運動に関する情報の提供を行います。 

〇障がいのある人に配慮したイベント運営 
・手話通訳や要約筆記者の配置、車いす使用者のスペース確保など誰でも安心して
気軽に参加できるよう行事主催者に対する支援に努めます。 

 

真庭市子ども・子
育て支援事業計画 
 
[R2年.7月策定] 

<基本理念>（7章） 

・家庭や地域の中で自分が大切な存在であることを実感することができる子育て･
環境づくり～こどもがまんなか～ 

<地域子ども･子育て支援事業>（9章 2節） 

〇放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業） 
〇子育て短期支援事業（ショートステイ） 
〇地域子育て支援拠点事業（つどいの広場） 
〇一時預かり事業（一時保育事業）） 
〇利用者支援事業 
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真庭市子ども・子
育て支援施設整備
計画 
 
[R2年.7月策定] 

<幼児教育施設の基本的な方向性>（4章第 1） 

・施設整備の検討にあたっては、子どもの多様な育ちを支援し多様化する保護者の
教育･保育ニーズにも配慮するとともに、今後の園児数の動向、施設の老朽化及
び安全性を配慮したうえで、新たな民間事業の参入も視野に入れていきます。 

真庭市スポーツ推進
計画 
（2021～2025） 
 
[R3年.3月策定] 

<基本理念>（3章 1節） 

・生涯を通じた心と体の健やかさを生み出すスポーツの振興 
<基本目標>（3章 2節） 

〇スポーツ参画人口の増加 
〇スポーツによる共生社会や地域活性化の実現 
〇持続可能なスポーツ環境の充実 
<基本施策と具体的な取組>（4章） 

〇ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 
・すべての市民に向けてライフステージに応じたスポーツを始めるきっかけづく
りに取り組む。 

〇スポーツに関わる組織・人材の支援 
・各種スポーツ事業に係る連絡調整･協力や、各地区における地域スポーツ事業へ
の指導・助言等、各団体と連携して地域スポーツの推進に取り組みます。 

〇スポーツを通じた健康増進 
・高齢者が生き生きと暮らせるような健康づくりや、仕事や育児で忙しい世代の生
活習慣病予防や健康の維持･増進のためのスポーツ機会の充実を図ります。 

〇まにわらしさを生かしたスポーツの推進 
・「まにわらしさ」の魅力が上がり、郷土愛や地域愛着を醸成し、若者の転出抑制
や地域活性化、交流人口の増加等を推進します。 

〇スポーツ施設等の整備･利活用 
・市全域での需給調整や長寿命化を踏まえた適宜の改修･修繕などにより、利便性
と経済性の向上を図ります。 

 

真庭市公共施設等総
合管理計画  
 
[H29年.3月策定] 

<公共施設等の管理に関する基本的な考え方>（3章 4節） 

〇公共建築物の機能に着目した再配置の実施 
・公共建築物の機能複合化、類似した機能を一つの施設に集める集約化、必ずしも
公共が有する必要のない機能の民間への移転、複数の自治体で相互利活用する
広域化、官民連携についても積極的な活用を進めます。 

〇公共施設等のライフサイクルコストの最適化 
・維持管理費･運営費の縮減及び適切な受益者負担の見直し、安全性の確保を大原
則としながらも、事後保全と予防保全をバランスさせて修繕費の平準化を進め
るとともに、有効なものについては長寿命化を図るなどライフサイクルコスト
最適化を進めます。 

〇市民と共に実施する持続可能な公共施設等のマネジメント 
・更新費用のみならず、維持･修繕費用も含めた費用対効果の面から総合的に判断
し、次世代に継承できる持続可能な公共施設等のマネジメントを実施します。 

 

真庭市公営住宅等長
寿命化計画（2021-
2030）  
 
[R3年.3月策定] 

<策定の目的>（1章(2)） 

・市営住宅の有効活用とライフサイクルコストの縮減を図りつつ、効率的かつ
円滑な整備等と維持管理の推進を図ります。 

<用途廃止の方針>（8章(2)） 

・安全性の確保が困難な耐用年数を大きく経過した木造･簡易耐火の住宅につ
いては、自然退去に合わせて順次用途廃止･除去を進めるとともに、居住者
ごとに異なる事情に十分配慮しながら協力を得ながら進めていく。 

 

 
 

 
46



58.2%
41.8%

6.2%

16.9%

17.6%

14.4%

17.8%

27.1%

 

（２）アンケート調査資料 
 
問１ あなたについてお聞きします。 
（ア） 性別 
 
・回答者は、やや男性が多いが、ほぼ均衡している。 
 

    回答数 構成比 

1 男性 495 58.2% 

2 女性 355 41.% 

   計 850 100.0% 
 
（イ） 年齢 

 
・「20～50代」が 55.1％、「60～70代」が 44.9％を占めている。 
 

    回答数 構成比 

1 20代 53 6.2% 

2 30代 144 16.9% 

3 40代 150 17.6% 

4 50代 122 14.4% 

5 60代 151 17.8% 

6 70代～ 230 27.1% 

   計 850 100.0% 
 
（ウ） 世帯構成 
 
・「その他」が約 7割弱程度を占めるため、残る約３割強程度は子育て世代が占めている。 
 
 

    回答数 
(複数回答可) 

1 保育園児などの未就園児
がいる 145 

2 小学生がいる 122 

3 中学生がいる 65 

4 高校生がいる 62 

5 その他 573 

   計 967 
 
 
 
 
 
 
 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

男性 
女性 
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14.4%

14.6%

11.5%

7.4%

52.1%

 
問２ 日頃、どのくらいの頻度でスポーツをしていますか。 

 
・習慣的にスポーツをする回答者の割合が約 5割弱を占める一方で、「ほとんどしない」が約 5
割強を占め、二極化している。 

 
    回答数 構成比 

1 ほぼ毎日 122 14.4% 

2 週２～３回 124 14.6% 

3 週１回 98 11.5% 

4 月１～２回 63 7.4% 

5 ほとんどしない 443 52.1% 

   計 850 100.0% 
 
問３ 主にしている運動やスポーツは何ですか。 
 
・個人でも親しめるウォーキングや体操が圧倒的に上位を占める。グループによる競技スポー
ツでは、バレーボールや卓球、バトミントンが上位を占める。 

 
    回答数 

(複数回答可) 
1 体操(ストレッチ/ヨガ/ビラテ

ィス含む) 185 

2 ウォーキング(散歩/ノルディッ
ク/山登り等) 314 

3 バレーボール(ふらばーる等) 39 

4 卓球 24 

5 ランニング(ジョギング/マラソ
ン等) 46 

6 バドミントン 22 

7 テニス 12 

8 野球/ソフトボール 19 

9 バスケットボール 8 

10 サッカー/フットサル 19 

11 ジム/スポーツ教室 34 

12 ゴルフ(グランドゴルフ等) 53 

13 剣道 5 

14 柔道 2 

15 空手 4 

16 乗馬 1 

17 その他(具体的記入※) 37 

   計 824 
 
 
 
 

※その他(記述) 
ダンス、筋トレ、ペタンク、ボッチャ、モルック、水中ウォーキング、健康体操、スキー、スノ
ーボード、ソフトバレーボール、サイクリング、ロードバイク、エアロバイク、ゲートボール 

ほぼ毎日 週１回 

ほとんどしない 

週２～３回 月１～２回 
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問４ 運動やスポーツでよく利用する施設を教えて下さい。 
 
・宮芝グラウンド、久世体育館、小・中学校の体育館/グラウンドが上位を占める。 

 
    回答数 構成比 

1 久世体育館 95 20.6% 

2 宮芝グラウンド 114 24.7% 

3 やまびこスタジア
ム 35 7.6% 

4 小・中学校の体育
館/グラウンド 73 15.8% 

5 その他 
(具体的記入※) 144 31.3% 

   計 461 100.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※その他(記述) 
・自宅、近所周辺、くせ活き生きサロン、典武館、健康広場、地区の公民館、コミュニティーセン
ター、定住交流センター、エスパス、トレーニングジム、ヨガスタジオ、遷喬小体育館、落合振
興局体育館、落合運動公園、白梅トレーニングルーム、白梅テニスコート、白梅体育館、勝山ス
ポーツセンター、水夢、勝山文化センター、勝山中体育館、勝山運動公園、勝山城山グラウン
ド、福谷運動公園、DBSジム、真庭カンツリークラブ、野外活動センター、北房ゴルフクラブ、
旭川りんくるらいん 

・市外の体育館、津山アイマーレ、夢広場、近郊のゴルフ場 
・岡山市内のホール、パダスデポ 
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問 5 現在、どれくらい久世体育館を利用していますか。 
 
・習慣的に利用すると答えた回答者は、約１割程度である。 

 
    回答数 構成比 

1 ほぼ毎日 8 0.9% 

2 週２～３回 21 2.5% 

3 週１回 30 3.5% 

4 月１～２回 28 3.3% 

5 ほとんどしない 763 89.8% 

   計 850 100.0% 
 
問 6 現在の久世体育館について満足しているところと不満なところを教えて下さい。 
 
・立地条件や環境の良さを評価する回答が多い一方で、施設・設備の老朽化と陳腐化を不満と
する回答が多い。 

 
【満足なところ】 

(場所が良い) 
場所が近い、街の中央になるので車もいらない、アクセスの良さ、交通量が少ない、適当な
広さを確保できている、散歩や体操に適している、自然が豊かで静かな環境 

(料金が安い) 
安いので子どもたちが利用しやすい、安価で利用出来る、低料金で個人利用ができる 

(災害時の利用) 
緊急避難所として使える、避難場所が近くて都合がいい 

(その他) 
時々イベントなどが開催されている、子どもの運動会やイベントで利用した 
丁寧な対応で大抵の事は解決できる、職員が親切、対応が良い、施設が広い、スポーツ用品
はたくさんある、気軽に利用できる、管理が以前と変わり良くなった 

【不満なところ】 
(施設が古い) 
老朽化している、老朽化で暗い、全体的に古く危ない箇所がある、床がボロボロ、路面がボ
ロボロで車椅子での利用が不便、雰囲気が暗い、今の時代に合っていない、障がい者に適さ
ない、バリアフリーに対応していない、使い勝手が悪い、耐震性が心配、出入り口の階段が
きつい、隙間が空き過ぎて風が入る、2階の通路が狭い 

(設備に不満) 
体育館の備品が古い、設備が古い、更衣室がない、授乳室がない、照明の明るさが足りな
い、トイレが和式でとても狭い、寒いし暑い、2階の観客席の床がコンクリートで寒い、外
で休憩できる椅子が少ない、バスケットコートが片面しか使えない、テニスコートが老朽
化、駐車場が狭い、駐車場が停めづらい、駐車区画が少ない、予約状況がネットで確認でき
ない 

(維持管理に不満) 
カーテンが破れている、2階の窓が閉まりにくい、雪が吹き込んでいた、トイレが汚い、館
内が汚い、鳥が出入りしている、管理人が無愛想、管理人との関わりが薄い 

(その他) 
周辺道路が狭くて危ない、避難所としては土地が低い、もうちょっと明るいイメージがほし
い、月イチ程度でイベントをして活気がほしい、オープンな感じがしないので行きにくい、
スポレ久世に加入みたいな印象がある、あまり知られていない 

ほぼ毎日 

週に 2~3回 

週に１回 

月に１～２回 

ほとんどしない 

50



問 7 久世体育館をリニューアルする場合にどのような設備を望みますか。 
 
・スポーツ設備は既設のアリーナを望む回答が多い一方で、新たに「ジム/トレーニング室」や
「フィットネススタジオ・ダンスルーム」の設置を望む回答が多い。 

・付属設備は「更衣室」、「ラウンジ又は休憩コーナー」、「自販機コーナー」の設置を望む声が
多い。 

 
   スポーツ設備 回答数  

1 
アリーナ 
(バレー/バスケットのコート
等) 

328 

2 武道場 126 

3 卓球場 124 

4 ジム/トレーニング室 436 

5 フィットネススタジオ/ダン
スルーム 232 

4 その他(具体的記入) 46 

   計 1292 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   付属設備 回答数 
(複数回答可) 

1 会議室(自習室/多目的室等) 234 

2 更衣室 354 

3 シャワー室 263 

4 ラウンジ又は休憩コーナー 352 

5 自販機コーナー 340 

６ その他(具体的記入) 46 

   計 1589 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※その他(記述) 
・屋外スポーツが出来ない雪の時期などにトレーニングなど出来ると良い 
・フィットネススタジオ等で日替わり教室(会員制ではなくその場支払い)、鏡のついている部屋、
壁一面鏡張りの広いダンスルームを希望 

・小学生も気軽に遊べる、子ども達に有益な設備が良い、典武館は改修して残したい 
・障がい者スポーツもやりやすい環境が希望、老若男女・子ども・幼児が安心して使用できる体
育館 

・時間帯/使用目的によって多機能なスペース、ヨガ、ゴルフ練習場、ウォーキングが出来るよう
な設備、体育にこだわらず色んなイベントをしてほしい 

・全てが冷たい感じがするので、もっと温かみのある体育館にしてほしい、冷暖房等のついた設
備で県北でも試合ができるようにしてほしい 

※その他(記述) 
(設備) 
和室、炊事場、サウナ、外用トイレ、入浴施設、空調設備、屋内遊び場、室内ポール、広い
待合室、キャンプ場、洋式トイレ、災害対応設備、脱衣所、更衣室、清潔で明るいトイレ、
無料Wi-Fiのカフェ、合宿ができる合同施設、ドッグラン、飲食可能なアリーナ席、幼児専
用プレイエリア、音響設備、多目的広場、授乳室、おむつ交換などのスペース、入浴施設、
多世代交流スペース、キッズルーム、情報コーナー、サウナ、大浴場、郵便ポスト、コンビ
ニ、クライミング設備、クラブハウス、プレイルーム、控室、サブコート、屋内ウォーキン
グコース 

・町の食堂ができたら公園も近くて気持ちよく食事ができそう、食堂が厳しいならお弁当販売
やパン屋さんを誘致するなど、食事ができると人も集まると思う。軽食もあり自販機は障が
い者や高齢者など全ての人が利用できるように、休憩コーナーに軽食やアイス/スポーツ飲料
などが購入できる自販機コーナーがあると助かる(近くにコンビニがないので) 
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問 8 現在、どれくらい北町公園を利用していますか。 
・習慣的に利用すると答えた回答者は、約２割強程度である。 

 
    回答数 構成比 

1 ほぼ毎日 30 3.5% 

2 週２～３回 26 3.1% 

3 週１回 35 4.1% 

4 月１～２回 98 11.5% 

5 ほとんどしない 661 77.8% 

   計 850 100.0% 
 
問 9 現在、北町公園を利用している目的は何ですか。 
・「散歩/ウォーキング」との回答が最も多く、「子どもを遊ばせる」及び「くせ活き生きサロン
の利用」など子どもを連れた利用も多い。 

 
    回答数 

(複数回答可) 
1 散歩/ウォーキング 192 

2 スポーツ(体育館/プール
/武道場利用等) 80 

3 子どもを遊ばせる(蝉取
り等) 149 

4 くせ活き生きサロンの利用 114 

5 部活動/サークル 12 

6 イベント(具体的記入※
１) 43 

7 その他(具体的記入※２) 18 

   計 608 
 
 
 
 
 
 
 
問 10 現在、北町公園(体育館などを含む)まで、主にどのような交通手段を利用していますか。 
・「車(多くは 1人で乗車)」との回答が最も多く、次いで「徒歩」の回答が多い。 

 
    回答数 構成比 

1 車(多くは 1人で乗車)  
339 48.9% 

2 
車(多くは相乗り又は
家族に送迎してもら
う) 

87 12.6% 

3 自転車 70 10.1% 

4 徒歩 194 28.0% 

5 その他(具体的記入※) 3 0.4% 

   計 693 100.0% 
 

※１その他(記述) 
子ども会のイベント、虫取り、花見、北町マルシェ、ピクニック、ウォーキング、グラウンド
ゴルフ、ペタンク、モルック、キッズライダー大会、交通安全教室、久世保育園への送迎、雨
天時の消防団活動、子ども会の行事、体力測定、スポーツイベント、どんぐり拾い、親子クラ
ブ、JA女性部のボッチャ、フリーマーケット 

※２その他(記述) 
保育園の駐車場、幼児体操教室、料理の出品、集団検診 

※その他(記述) バイク 

ほぼ毎日 

週に 2~3回 

週に１回 

月に１～２回 

ほとんどしない 

車(多くは 1人で乗車) 自転車 

徒歩 

その他 

車(多くは相乗り又は家
族に送迎してもらう) 
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問 11 現在、北町公園について満足している点と不満な点を教えて下さい。 
 
・静かで自然が感じられる環境への評価が高く、設備の老朽化や陳腐化への不満が多い。 
・意見として成長しすぎた樹木を適正に維持管理することを求める要望が少なからずある。 

 
【満足なところ】 
（環境） 
とても静かな所、落ち着いた雰囲気、緑豊かでのんびりとした環境、いつも混んでいない、人
が少なく密になりにくい、ウォーキングには静かで良い、かなりの広さで自由度がある、誰で
も利用できる所、自然が身近に感じられる、割と植物が多い、安全な環境、夏に涼しい気分に
なれる、街の中に自然がある公園、大きな木が有り雰囲気がいい、どんぐり拾いができる所、
交通量が少なく安全、子どもが安全に遊べる環境、車の往来が少なくて良い、スポーツができ
る、くせ活き生きサロンの充実、くせ活き生きサロンに子どもを連れていきやすい。 
（立地） 
久世駅から近い場所にある、家から近い 

【不満なところ】 
(設備への不満) 
トイレがとても古い、おむつ替えスペースがない、トイレが暗くて怖い、トイレの老朽化、
トイレなどの水回りをもっときれいにしてほしい、ベンチが少ない、屋根がない、花壇がな
い、障がい者用駐車スペースがない、駐車場が狭く停めにくい上に数が少ない、円形の駐車
場はバックで入れにくい、ベンチがあるが古く、遊具がある場所が狭くて暗い、遊具が汚く
古い、雨が降ると地面がベチャベチャになる、雨天でも走れる屋内施設がない、噴水の撤去
がされていない 

(施設への不満) 
バリアフリーではない、階段の 1段が高い、段差が多い、点字ブロックがない、車椅子の人
には利用しづらい、建物が乱雑で防犯的に気味が悪い、行くまでの周辺道路がかなり狭い、
高学年以上の子が集えるものがない、高齢者が運動できる場所がない、施設ごとの繋がりが
ない、それぞれの施設が中途半端、場所が不便、体育館に行く道が狭い、蚊が多い、立入禁
止になったままの場所がある、活用されてないエリアがある。 

(意見) 
・公園として訪れるほどの魅力がない、奥まった場所にあるので、限られた人しか利用しな
いイベントが少なく体育をしない人には敷居が高い 

・屋外イベント時、屋根がないので雨天時は困る 
・木が鬱蒼として暗くて怖い、見通しが悪く暗いイメージ、人気がなくて暗い雰囲気 
・枯れ葉が多く近所迷惑、枯れ枝が落ちて人に当たる危険性がある、緑が多すぎて整備でき
ていない、木の根が貼りすぎて路面が歩きにくい、路面が木の根で凸凹していて危険 

・くせ活き活きサロンは初心者には入りにくい、サロンが利用しづらい 
・BBQできる場所がない、グラウンドゴルフのコースを常設してほしい 
・ボールが飛んできて車に当てられた 
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問 12 北町公園をリニューアルする場合にどのような設備を望みますか。 
 
・「屋外から利用できるトイレ」の設置を求める要望が最も多く、次いで「芝生広場」と「屋根
付き屋外スペース」の設置を求める要望が多い。 

 
    回答数 

(複数回答可) 
1 遊具 319 

2 多目的に利用できる芝生広場 387 

3 雨天/災害時に利用できる屋根付き屋
外スペース 387 

4 防災用具などの備蓄庫 233 

5 屋外から利用できるトイレ 483 

6 ウォーキングやランニングコース 210 

7 ランニングステーション 109 

8 サイクルステーション 80 

9 その他(具体的記入※) 52 

   計 2260 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※その他(記述) 
・アスレチック機能のある遊具、フィールドアスレチック、ピロティのようなイベント会場、
多世代交流ができる場所、フリマスペース、BBQ施設、ドッグラン、雨天用ウォーキングコ
ース、健康器具、雨天使用可能な設備、キッズスペース、安全な遊具、幼児用遊具、雲梯、
砂場、室内遊具、手洗い場、ベンチ、広いトイレ(授乳室、おむつ交換)、蚊の少ない環境、 

・サッカー場、スケートボード場、スケートリンク、ストリートワークアウトができる施設、
スポーツジム、スポ少などが活発的に活動できる体育館、テニス場、トレーニングルーム、
ファミリープール、温水プールや流れるプール、バスケットゴール、体が動かせる設備 

・災害特化設備、ソーラー発電設備、障がい者も利用できる自販機、久世保育園の新たな園舎 
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問 13 北町公園や久世体育館をリニューアルする場合、やってみたいことはありますか。 
 
・「マルシェのようなイベント」を求める回答が最も多く、次いで「運動会・スポーツイベン
ト」及び「文化祭/発表会やコンサート」への要望が多い。 

 
    回答数 構成比 

1 運動会/スポーツイベ
ントや大会の開催 243 30.0% 

2 きたまちマルシェのよ
うなイベント 365 45.1% 

3 文化祭/発表会やコン
サート 160 19.8% 

4 その他(具体的記入※) 42 5.1% 

   計 810 100.0% 
 
 
 
 

 
 
 
問 14 北町公園や久世体育館をリニューアルする場合、整備コンセプトとして何を望みますか。 
 
・「災害に強い避難所」とする機能を求める回答が最も多く、次いで高齢者をはじめ幼い子ども
を抱える子育て世代や身体の不自由な人など、全ての人が快適に利用できるような配慮を望
む声が多い。 

 
    回答数 

(複数回答可) 
1 災害に強い避難所 542 

2 人にやさしい施設 423 

3 地球環境にやさしい施設 287 

4 木材を活用した施設 209 

5 その他(具体的記入※) 99 

   計 1560 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

※その他(記述) 
・高齢者でも参加できるイベント、高齢者を対象とした研修と実技、子ども達が楽しめる催
し、子育てイベント、子どもが参加できるゲーム、子どものスポーツ行事、障がい者と触れ
合うスポーツ行事、自然を感じる体験型イベント、スポーツ大会とマルシェの同時開催、恐
竜着ぐるみリレー、ファッションショー、プロの試合観戦、運動体験のできるイベント、屋
外コンサート、自由参加型カルチャー活動、防災系イベント、避難訓練、避難所体験 

 

※その他(記述) 
・災害に強い施設、災害時防災拠点になる施設、ドクターヘリが降りられる場所、安心安全の
憩いの場、死角のない安全な施設。 

・現在の大きな木を生かした自然環境豊かなオープン公園、今あるくすのきは残してほしい、 
・幼い子ども達が楽しく遊べる場所、子どもたちに夢を与える場所、子育て世代に優しい施設
づくり、子育て中も利用しやすい施設 

・一息つける憩いの場、子どもから老人まで気軽に立ち寄れて軽い運動ができる施設・健康維
持に役立つ場所、スポーツに興味をもてるような環境 

・久世地区のシンボルとなる施設、明るく健全で開かれた雰囲気商業施設を伴う楽しいスペー
ス、若い人も楽しめるようなカフェ/ワークスペースがあれば良い、 

・周辺道路の拡張、冷暖房設備、きれいで清潔である施設、体育館の広さ/設備など、施設自体
に使いやすさを求めたい、地下施設、駐車場の上に太陽光パネル、 

・木材にこだわらず安全な構造を採用してほしい、木材だけでなく鉄骨も使用して財政に優し
い施設、人口減少なのだから過度な施設を作るのはやめてほしい、財政に優しい施設 
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（３）関係法令の整理 

・北町公園、新体育館に係る関連法令は次の通りです。 
 
①都市計画法 

・北町公園は都市計画公園として設置しています。 
・都市計画法第２９条第 1項第３号の規定により、本計画は都市計画法施行令第２１条第 1項第３
項の「都市公園法第 2条第 2項に規定する公園施設である建築物」の用に供する目的で行う開発
行為であるため、許可を要しません。 

 
②都市公園法 

・真庭市都市公園条例により北町公園を近隣公園として設置しています。 
・法第 2条第 2項に定められた公園施設として設けられる建築物の建築面積は、真庭市公園条例 1 
 条の 5により面積の 2％までとし、体育館等運動施設等、または屋根付き広場等を設ける場合は 
それぞれ 10％までを限度として加算されます。 

・認定こども園は、施行令第 12条第 3項第 5号に定められる公園内の社会福祉施設に該当し、都
市公園の占用が可能です。その場合、認定こども園は真庭市公園条例第 1条の 5の算定における
建築面積には含みません。 

・施行令第 16条第 1項第 6号の 2により社会福祉施設の敷地は、公園内建築物を除いた広場面積
の 30％を限度とします。この敷地は真庭市公園条例第 1条の 5における都市公園の敷地面積に
含みます。 

・体育館等運動施設等と屋根付き広場の一体整備については岡山県及び国土交通省への確認が必要
となります。 

・周辺道路の公園敷地への拡幅が計画される場合においては公園面積が減少するため、敷地西側  
の将来活用の予定地と合わせ、将来的な都市公園範囲の見直しが必要となります。 

 

③真庭市景観計画、景観条例 

・建築物の高さ及び面積から対象規模となるため、住宅地景観を形成する施設として、配置、規模 
、形態、色彩、敷地内の緑化等に配慮した計画が必要となります。 

 

④その他の法令 

・建築基準法 
・消防法 
・屋外広告物規制法（第３種許可地域） 
・埋蔵文化財保護法（対象外を想定するが、照会と必要に応じて予備調査が必要） 
・岡山県福祉のまちづくり条例、バリアフリー法 
・土壌汚染対策法（3000㎡以上の土地の形質の変更のため、届出と調査要否の確認が必要） 
・道路法 
・その他、関係法令など 

 

 

 

 

 
  

原則 （Ａ）×２％まで 

休養施設・運動施設等 ＋（Ａ）×１０％ 

屋根付き広場等    ＋（Ａ）×１０％ 

【都市公園法における各種面積の限度】 

北町公園（Ａ） 

公園施設である建築物の建築面積（Ｂ） 社会福祉施設（占用）敷地 

［公園の広場］×３０％まで 

※公園施設の計画に伴い協議が必要。 
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